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秩父が浦公園
　島原市の西にそびえる眉山は、1792年に発生した大地震によって崩
壊し、有明海に大量の土砂が流れ込み、津波を発生させ、多くの犠牲者
を出しました（島原大変）。
　流れ出した土砂は、有明海に多数の島々（流れ山）を残し、今は風光
明媚な海浜公園として市民に親しまれ、昭和 45年には島原半島県立公
園として指定されました。一部の流れ山は波の浸食により断面を見るこ
とができ、山の内部を観察することができます。
　皆さんも、秩父が浦公園を散策し、美しい景色を眺めるとともに故郷
で起きた自然災害を考える機会にしてみてはいかがでしょうか。
（写真：一番左奥に見える山が平成新山、手前の大きな山が眉山）


